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事業名 
はしま                おおがきいちのみやせん   

羽島都市計画道路 大垣一宮線 
事業

区分
街路 

事業 

主体 
岐阜県 

起終点 

    ぎふけん  はしまし ふなはしちょう  

 自：岐阜県羽島市舟橋町 

ぎふけん  はしまし  えぎらちょう 
 至：岐阜県羽島市江吉良町 

延長 ０．８ｋｍ

事業概要  

本路線は、ＪＲ東海道新幹線岐阜羽島駅北東に位置し、大垣市と愛知県一宮市を結ぶ幹線道路である。

当該路線のうち、岐阜羽島インターチェンジや岐阜羽島駅へのアクセス機能を果たす約2.7kmの区間に

ついて、昭和４９年から２車→４車線化を街路事業として順次整備してきているところである。そのうち、

当７５１ｍの区間においては名鉄竹鼻線の踏切が道路交通のボトルネックとなっているため、街路事業と

併せて鉄道を高架する立体交差事業を実施することにより関連市道を含めて東西交通の円滑化を図るも

のである。 
Ｈ７年度事業化 Ｓ３１年度都市計画決定 

（Ｈ８年度最終変更） 

Ｈ８年度用地着手  Ｈ１１年度工事着手 

全体事業費 約８５億円 事業進捗率 ８６％ 供用済延長 ６１０ｍ

計画交通量  ２７，８７４台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用  総便益  基準年  費用便益比 

２．７     ９２億円 

 事 業 費： 91.47億円 

 維持管理費： 0.61億円 

      ２４７億円 

 走行時間短縮便益：  ５．４４億円 

 走行費用減少便益：２３９．９２億円 

 交通事故減少便益：  １．７５億円 

 平成１６年 

事業の効果等  

○ 都市交通の円滑化 
・ 交通容量の増加（２車線→４車線化） 
・ 大垣一宮線の踏切遮断時間の解消（1.4h/日→0 h/日） 

○ 踏切事故の解消 
・ 関連市道を含めた踏切除却数（３箇所） 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

当路線において、交通量が増大しており、（道路交通センサスベースH12/H9比：1.11）踏切というボ

トルネックの早期解消が望まれている。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  

 一部において用地補償協議が難航し、名鉄高架工事の工事着手までに時間を要したが、平成17年度中に

名鉄高架及び大垣一宮線本線工事が完了する予定である。 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

平成１７年度末大垣一宮線の全区間供用開始予定。 

施設の構造や工法の変更等  

他事業との工程調整により仮設工事費においてコスト縮減を図っている。 
対応方針  事業継続 

事業概要図  

                          
   

 

 

鉄道高架 
Ｌ＝890m 

大垣一宮線 
Ｌ＝751m 


